
新型コロナワクチンの接種状況について（速報値）

[R4.2.10健康福祉局]
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全対象者の接種回数（累計）
1回目 1,196,883回

2回目 1,189,717回

3回目 108,431回

※ 「接種回数」は、川崎市民として接種を受けた方の回数とし、接種後に転出された方等を含みます。 [2月9日24時現在]

全対象者の接種率

87.59％
(78.66%)

１回目接種 ２回目接種 追加接種

87.06％
(78.19%)

8.40％
(7.13%)

※ 「接種率」は、接種回数を分子とし、分母については、令和3年1月1日住民基本台帳年齢階級別人口をもとに、
1･2回目接種の接種率は12歳以上の人口とし、追加接種の接種率は18歳以上の人口としています。

（括弧内は、全市民を分母とした接種率です。）

[2月9日24時現在]





[R4.2.10 健康福祉局] 

小児(５～11歳)への新型コロナワクチン接種について 

１ 小児接種の概要(想定) 

 (1) 対象者 

   ５歳以上 11 歳以下の方 

 (2) 接種回数･接種間隔 

３週間の間隔をおいて２回接種

 (3) 使用するワクチン 

   ファイザー社のワクチン(５～11歳用) 

 (4) 用法･用量 

  ・1.3ml の生理食塩液で希釈し、１回あたり 0.2mlを筋肉内に注射 

  ・１バイアルあたり 10 回採取 

２ 対象者数(令和３年 12 月 31 日時点) 

５歳 ６歳 ７歳 ８歳 ９歳 10 歳 11 歳 合計 

13,080 人 13,241 人 12,746 人 12,812 人 12,783 人 12,661 人 12,760 人 90,083 人 

３ 接種体制の構築 

 (1) 体制構築に係る留意点 

・本人及び保護者への十分な説明 

・接種前･中･後のきめ細やかな対応 

・他の定期接種ワクチンの接種状況の確認 

・接種施設における人的･物的･時間的負担(負担度:成人＜小児) など 

 (2) 体制構築の考え方 

・定期接種(Ａ類)を行っている医療機関を中心に体制を構築 

    → 定期接種(Ａ類)の協力医療機関(約 300 施設)に対して、小児接種実施の意向確認中 

・医療機関の負担を考慮した支援の実施 

４ 主なスケジュール 

 ・２月 10 日     :厚生科学審議会(予防接種･ワクチン分科会)への諮問 

 ・２月 10 日以降   :厚生労働大臣指示(想定) 

 ・２月下旬     :接種券の発送(予定) 

 ・２月 28 日の週   :国から自治体へのワクチン配送の開始 

 ・３月７日の週    :小児接種の協力医療機関へ順次ワクチン配送の開始 

 ・３月中旬      :体制の整った医療機関から順次接種の開始 


